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（略歴）
1986年 高知大学卒業後、ＮＥＣ系ソフトウエア会社に就職

～ 大型汎用コンピュータのシステムエンジニアとして
大手運輸業の物流システムを構築
地方自治体業務システムの構築
全国規模の官公庁システムや大規模警備系システムを構築
ビッグデータプロジェクトにてエネルギー需要予測システム構築
震災復興支援業務に参画

2014年頃から 無人航空機（ドローン）に興味を持ち始め、国が検討し始めた
無人航空機運航管理システムに参画
組織の新事業としてスマートシティ事業を立上げ
ＩｏＴセンサデータ分析システム設計
カルチャーツーリズムによる地域産業復興支援
地域通貨の研究
観光ＶＲで地域観光振興に貢献

2019年 岡山県起業支援制度に応募

それまで３３年間勤めていた会社を退社し創業準備
真庭ＳＤＧｓパートナーにエントリ
東京都日野市から岡山県真庭市に移住
株式会社 真庭運創研 を創業

2020年 地方創生SDGｓ官民プラットフォームに加入

スーパーシティ・オープンラボに加入
2021年 獣害対策や森林測量に取り組み、真庭SDGｓ円卓会議での成果発表に繋がる
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政府の「スーパーシティ・オープンラボ」開設時に、
いち早く登録団体として内閣府説明資料の中で
名だたる大企業群の中に混じって掲載されています。

※（出典：内閣府資料「スーパーシティ構想について」より）
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（１）インバウント観光需要
喚起のために熊本県が製作す
る海外向けの広報動画におい
て阿蘇山での火口周辺映像の
空撮を実施
（２）内閣府が日本のカーボ
ンニュートラルシティを世界
に情報発信する為に製作する
広報動画において真庭市のバ
イオマス発電所や森林の空撮
を実施
（３）国産新型VTOL機を使っ
て広域リモートセンシングに
向けて国内初の森林上空LTE通
信制御でのデモフライトを実
施
（４）独自製作の自走式消火
ロボットの性能を実証する為
に真庭消防本部で耐高水圧放
水試験デモを実施

【様々な地域課題解決に向けてドローンを活用して日々活動に取り組んでいます。】

http://www.youtube.com/watch?v=4bafEu94d5c
http://www.youtube.com/watch?v=Gnw_TvuPGqI
http://www.youtube.com/watch?v=UCuMWed2U-w
http://www.youtube.com/watch?v=aR7yVUi64VA
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【様々な地域課題解決に向けてドローンを活用して日々活動に取り組んでいます。】

遭難者の捜索を想定した
夜間飛行訓練

ドローンによる
物資輸送実証実験

準天頂衛星「みちびき」
の高精度測位技術を自社
ドローンに搭載した実証

赤外線カメラを搭載した
ドローンでの鳥獣害対策

歴史の有る建物
が取り壊される
前に文化的価値
を保存する為に
ドローンで３Ｄ
計測した点群
データを使って
バーチャルフラ
イトの実証

レタス畑の生
育をドローン
により撮影し
た画像でＡＩ
解析

http://www.youtube.com/watch?v=42DLqSmOdC4
http://www.youtube.com/watch?v=bIaPLk5eL1Y
http://www.youtube.com/watch?v=Yq3wZCTk80I
http://www.youtube.com/watch?v=PAHkipPL_v8
http://www.youtube.com/watch?v=8YbUunJz9EQ
http://www.youtube.com/watch?v=HKfYwO3TJjk
http://www.youtube.com/watch?v=OJUpzGNDuuA


コンシュマー（一般、ホビー）用
• ドローンに興味を持った一般市民が空撮やホビーで利用

空撮用
• テレビ番組や映画撮影、サーキット場での撮影等

農業・林業用
• 農薬散布、粒剤散布、苗木運搬等

建設・測量用
• ICT測量、i-Construction、建設現場での進捗確認等

警備用
• 巡回警備、不審者追跡等

設備点検用
• 橋梁点検、送電線点検、建築物点検、建物点検等

物流用
• 医薬品輸送、離島や過疎地での生活物資配送等

ドローンは2015年頃まで空撮が中心でしたが、今では多くの分野での利用が進められています。
物流の分野では、特に山間部や離島など、搬送が困難な地域で検討が進められています。

エンターテインメント
• テーマパークやオリンピックなどの大型イベント等

１ ドローンについて
1.1 ドローンの利用
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• ドローンは、プロペラと呼ばれる翼を高速に回転させることで、翼（回転翼）に空気が当たり揚力（浮き
上がる力）が生じて飛行します。

• 市販されているドローンの多くは、電気を動力源としてプロペラを回転させています。
• プロペラを回転させる原動機部分はモーターが使われています。

• モーターに流れる電流を調整することでプロペラの回転数が変化し、揚力が変わることで自在に空中
を飛行できる仕組みになっています。

• マルチコプター型のドローンは、複数のプロペラを同時に回転させることで飛行します。
• このプロペラ数は、制御上の都合により、4つ以上の偶数で構成される場合がほとんどです。
• モーターが4つの機種をクアッドコプター、6つの機種をヘキサコプター、8つの機種をオクトコプターと

呼びます（図1）。
• モーター数が多くなるほど、制御が複雑になるため、高性能な姿勢制御装置が必要となります。

図1：マルチコプターの種類

1.2 ドローンの飛行の仕組み(1/2)
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・ホバリング…揚力（浮き上がる力）と重力（下に落ちる力）が等しくなる
・上昇…４つのモーターの回転数が高くなる
・下降…４つのモーターの回転数が低くなる
・前後左右移動…進行方向とは反対の2枚のプロペラの回転数が高くなる。

機体が一定の傾きになり、進行方向へ移動する。
・左旋回…右回転のプロペラの回転数が高くなる
・右旋回…左回転のプロペラの回転数が高くなる

1.2 ドローンの飛行の仕組み(2/2)
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ドローンは４つの基本操作で飛行します。

1.3 ドローンの操作方法（1/2）
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MODE1（日本国内） MODE２（海外）

上記の画像のように、モード1とモード2があります。
大きな差は上昇下降・左旋回右旋回が異なることです。

ドローンの操作はプロポ（プロポーショナルシステム)の2つのスティクで行います
(1)ステックには一般的に2つのモードがあります。

1.3 ドローンの操作方法（2/2）
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1.4 ドローンの飛行ルール（1/3）
以下の（Ａ）～（Ｃ）の空域のように、航空機の航行の安全に影響を及ぼ
すおそれのある空域や、落下した場合に地上の人などに危害を及ぼす
おそれが高い空域において、無人航空機を飛行させる場合には、あら
かじめ、国土交通大臣の許可を受ける必要があります。

（Ａ）空港等の周辺の空域
（Ｂ）地表又は水面から１５０ｍ以上の高さの空域
（Ｃ）人口集中地区の上空

ほか、「無人航空機（ドローン、ラジコン機等）の安全な飛行のためのガイドライン」
を参照してください。
https://www.mlit.go.jp/common/001303818.pdf

※図は国土交通省航空局資料より引用
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1.4 ドローンの飛行ルール（2/3）
［１］ アルコール又は薬物等の影響下で飛行させないこと
［２］ 飛行前確認を行うこと
［３］ 航空機又は他の無人航空機との衝突を予防するよう飛行させること
［４］ 他人に迷惑を及ぼすような方法で飛行させないこと
［５］ 日中（日出から日没まで）に飛行させること
［６］ 目視（直接肉眼による）範囲内で無人航空機とその周囲を常時監視

して飛行させること
［７］ 人（第三者）又は物件（第三者の建物、自動車など）との間に３０ｍ以上

の距離を保って飛行させること
［８］ 祭礼、縁日など多数の人が集まる催しの上空で飛行させないこと
［９］ 爆発物など危険物を輸送しないこと
［10］ 無人航空機から物を投下しないこと

これらはすべて
禁止行為です

※図は国土交通省航空局資料より引用
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1.４ ドローンの飛行ルール(3/3)   飛行させてはいけない場所
航空法のほかにもドローンは
小型無人機等飛行禁止法で規制されています。

※図は警視庁資料より引用
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1.5 ドローンの機体登録制度

https://www.mlit.go.jp/koku/drone/
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1.6 ドローンの免許制度



19

1.7 最新技術を使用したプログラミング飛行
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